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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　ユーザに提示する問題及び前記問題の正解を格納する問題記憶部と、

　アラームを鳴らし始める時刻であるアラーム時刻を格納するアラーム時刻記憶部と、

　前記問題が前記ユーザに提示されてから前記ユーザが回答できる時間を示す制限時間を

格納する制限時間記憶部と、

　現在時刻を出力する現在時刻取得部と、

　前記問題を出力し、前記問題に対する前記ユーザの回答の入力を受け付ける入出力部と

、

　アラームを出力するアラーム出力部と、

　キャラクタを格納するキャラクタマスタと、

　前記ユーザが獲得した前記キャラクタ、及び前記ユーザが前記問題に対する回答によっ

て獲得したトークンの累積数を格納するユーザ実績記憶部と、

　前記現在時刻が前記アラーム時刻になったと判定した場合、前記問題記憶部から前記問

題を読み出して前記入出力部に出力し、前記問題が前記入出力部に出力された時刻から前

記制限時間内に前記問題に対する正解が前記入出力部に入力された場合、その時点におい

て前記アラームの出力を停止し、前記制限時間を経過しても前記問題に対する正解が入力

されない場合、前記制限時間が経過した時点において前記アラームを停止させ、前記トー

クンの累積数が閾値を超えたと判定した場合、前記キャラクタマスタに格納されている前

記キャラクタの中から前記ユーザの選択した前記キャラクタを前記ユーザが獲得した前記
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キ ャ ラ ク タ と し て 前 記 ユ ー ザ 実 績 記 憶 部 に 格 納 す る 制 御 部 と 、 を 備 え る 目 覚 し 時 計 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 キ ャ ラ ク タ マ ス タ は 、

　 前 記 キ ャ ラ ク タ が 属 す る キ ャ ラ ク タ グ ル ー プ を さ ら に 格 納 し 、

　 前 記 制 御 部 は 、

　 前 記 問 題 が 前 記 入 出 力 部 に 出 力 さ れ た 時 刻 か ら 前 記 制 限 時 間 内 に 前 記 問 題 に 対 す る 正 解

が 前 記 入 出 力 部 に 入 力 さ れ た 場 合 、 前 記 ユ ー ザ に 第 １ の ト ー ク ン を 付 与 し 、 前 記 第 １ の ト

ー ク ン の 累 積 数 が 第 １ の 閾 値 を 超 え た と 判 定 し た 場 合 、 前 記 ユ ー ザ が 第 １ の キ ャ ラ ク タ グ

ル ー プ か ら 選 択 し た 前 記 キ ャ ラ ク タ を 前 記 ユ ー ザ 実 績 記 憶 部 に 格 納 し 、 前 記 制 限 時 間 を 経

過 し て も 前 記 問 題 に 対 す る 正 解 が 入 力 さ れ な い 場 合 、 前 記 ユ ー ザ に 第 ２ の ト ー ク ン を 付 与

し 、 前 記 第 ２ の ト ー ク ン の 累 積 数 が 第 ２ の 閾 値 を 超 え た と 判 定 し た 場 合 、 前 記 ユ ー ザ が 第

２ の キ ャ ラ ク タ グ ル ー プ か ら 選 択 し た 前 記 キ ャ ラ ク タ を 前 記 ユ ー ザ 実 績 記 憶 部 に 格 納 す る

請 求 項 １ に 記 載 の 目 覚 し 時 計 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 目 覚 し 時 計 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 就 寝 後 、 あ る 時 刻 に 起 き な け れ ば な ら い な 場 合 に 目 覚 し 時 計 は よ く 使 用 さ れ る 。 こ の 目

覚 し 時 計 は 、 通 常 ヒ ト が 知 覚 で き る 物 理 信 号 を 発 す る こ と に よ り 、 そ の 物 理 信 号 を 知 覚 し

た 、 寝 て い る 状 態 に あ る ヒ ト を 覚 醒 状 態 に 移 行 さ せ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 と こ ろ が 、 音 、 振 動 、 あ る い は 光 な ど の 物 理 信 号 を 知 覚 し て も 、 そ の 信 号 を 停 止 さ せ る

指 示 を 目 覚 し 時 計 に 与 え る と 、 物 理 信 号 の 発 信 が 停 止 す る た め 、 ヒ ト は 再 度 寝 て い る 状 態

に 陥 る こ と が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 予 め 設 定 さ れ た ア ラ ー ム 時 刻 に 現 在 時 刻 が 達 す る と 、 ア ラ

ー ム を 発 す る と 同 時 に 目 覚 し 時 計 の 表 示 装 置 に 問 題 を 表 示 さ せ 、 こ の 問 題 に 対 す る ユ ー ザ

の 入 力 回 答 が 正 解 で あ っ た 場 合 に だ け 、 ア ラ ー ム を 停 止 さ せ る 目 覚 し 時 計 が 提 案 さ れ て い

る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～ 特 許 文 献 ４ ） 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 ユ ー ザ に と っ て 問 題 が 難 し か っ た 場 合 、 起 き る こ と は で き る が 、 ア ラ ー

ム を 止 め る こ と が で き ず 、 実 用 的 で は な い 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 中 華 人 民 共 和 国 Ｃ Ｎ １ １ ２ ４ ８ ６ ０ １ １ Ｂ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 中 華 人 民 共 和 国 Ｃ Ｎ １ １ １ １ ２ ４ ５ ６ ０ Ａ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 ア メ リ カ 合 衆 国 Ｕ Ｓ ２ ０ ０ ７ ／ ０ ２ ８ ５ ３ ９ ６ Ａ ｌ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 中 華 人 民 共 和 国 Ｃ Ｎ １ ０ ４ ０ ７ ９ ７ １ ２ Ａ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 確 実 に 目 を 覚 ま す こ と が で き 、 実 用 に 耐 え る 目 覚 し

時 計 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 、 ユ ー ザ に 提 示 す る 問 題 及 び 前 記 問 題 の 正 解 を 格 納 す る 問 題 記 憶 部 と 、 ア ラ ー

ム を 鳴 ら し 始 め る 時 刻 で あ る ア ラ ー ム 時 刻 を 格 納 す る ア ラ ー ム 時 刻 記 憶 部 と 、 前 記 問 題 が
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前 記 ユ ー ザ に 提 示 さ れ て か ら 前 記 ユ ー ザ が 回 答 で き る 時 間 を 示 す 制 限 時 間 を 格 納 す る 制 限

時 間 記 憶 部 と 、 現 在 時 刻 を 出 力 す る 現 在 時 刻 取 得 部 と 、 前 記 問 題 を 出 力 し 、 前 記 問 題 に 対

す る 前 記 ユ ー ザ の 回 答 の 入 力 を 受 け 付 け る 入 出 力 部 と 、 ア ラ ー ム を 出 力 す る ア ラ ー ム 出 力

部 と 、 キ ャ ラ ク タ を 格 納 す る キ ャ ラ ク タ マ ス タ と 、 前 記 ユ ー ザ が 獲 得 し た 前 記 キ ャ ラ ク タ

、 及 び 前 記 ユ ー ザ が 前 記 問 題 に 対 す る 回 答 に よ っ て 獲 得 し た ト ー ク ン の 累 積 数 を 格 納 す る

ユ ー ザ 実 績 記 憶 部 と 、 前 記 現 在 時 刻 が 前 記 ア ラ ー ム 時 刻 に な っ た と 判 定 し た 場 合 、 前 記 問

題 記 憶 部 か ら 前 記 問 題 を 読 み 出 し て 前 記 入 出 力 部 に 出 力 し 、 前 記 問 題 が 前 記 入 出 力 部 に 出

力 さ れ た 時 刻 か ら 前 記 制 限 時 間 内 に 前 記 問 題 に 対 す る 正 解 が 前 記 入 出 力 部 に 入 力 さ れ た 場

合 、 そ の 時 点 に お い て 前 記 ア ラ ー ム の 出 力 を 停 止 し 、 前 記 制 限 時 間 を 経 過 し て も 前 記 問 題

に 対 す る 正 解 が 入 力 さ れ な い 場 合 、 前 記 制 限 時 間 が 経 過 し た 時 点 に お い て 前 記 ア ラ ー ム を

停 止 さ せ 、 前 記 ト ー ク ン の 累 積 数 が 閾 値 を 超 え た と 判 定 し た 場 合 、 前 記 キ ャ ラ ク タ マ ス タ

に 格 納 さ れ て い る 前 記 キ ャ ラ ク タ の 中 か ら 前 記 ユ ー ザ の 選 択 し た 前 記 キ ャ ラ ク タ を 前 記 ユ

ー ザ が 獲 得 し た 前 記 キ ャ ラ ク タ と し て 前 記 ユ ー ザ 実 績 記 憶 部 に 格 納 す る 制 御 部 と 、 を 備 え

る 目 覚 し 時 計 を 提 供 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 確 実 に 目 を 覚 ま す こ と が で き 、 実 用 に 耐 え る 目 覚 し 時 計 を 提 供 す る こ

と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の 目 覚 し 時 計 の 外 観 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 目 覚 し 時 計 が 備 え る 目 覚 し 時 計 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 ユ ー ザ 設 定 記 憶 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 設 定 画 面 の 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 目 覚 し 時 計 の 制 御 部 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ６ 】 ア ラ ー ム 時 刻 に 入 出 力 部 に 表 示 さ れ る 問 題 提 示 画 面 の 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 ユ ー ザ が 問 題 提 示 画 面 に お い て 正 解 を 回 答 し た 場 合 に 表 示 さ れ る 正 解 画 面 の 例 を

示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 ユ ー ザ が 問 題 提 示 画 面 に お い て 正 解 の 回 答 を 失 敗 し た 場 合 に 表 示 さ れ る 残 念 画 面

の 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 キ ャ ラ ク タ ー コ レ ク シ ョ ン 画 面 の 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 目 覚 し 時 計 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の

目 覚 し 時 計 １ の 外 観 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ （ Ａ ） は 目 覚 し 時 計 1の 正 面 図 、 図 １ （ Ｂ ） は

図 １ （ Ａ ） に お け る 目 覚 し 時 計 １ の Ｘ 矢 視 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 目 覚 し 時 計 １ は 、 目 覚 し 時 計 １ を 構 成 す る 各 種 の 装 置 類 を 収

容 す る 本 体 部 １ ０ と 、 各 種 の 情 報 を 表 示 し 、 ユ ー ザ か ら の 指 示 を 入 力 す る タ ッ チ パ ネ ル １

１ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 タ ッ チ パ ネ ル １ １ は 通 常 時 に 、 現 在 時 刻 を 表 示 す る 時 刻 部 １ １ １ と 、 現 在 の 日 付 ・ 曜 日

を 表 示 す る 日 付 ・ 曜 日 表 示 部 １ １ ２ と 、 設 定 さ れ た ア ラ ー ム 時 刻 を 表 示 す る ア ラ ー ム 時 刻

表 示 部 １ １ ３ と 、 ア ラ ー ム が 鳴 っ て い る 場 合 に ア ラ ー ム の 停 止 を 指 示 す る ス ト ッ プ ボ タ ン

１ １ ４ と 、 後 述 す る キ ャ ラ ク タ ー コ レ ク シ ョ ン 画 面 ９ ０ の 表 示 を 指 示 す る コ レ ク シ ョ ン 画

面 表 示 ボ タ ン １ １ ５ と 、 後 述 す る 設 定 画 面 ４ ０ と 、 を 表 示 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 目 覚 し 時 計 １ は 、 本 体 部 １ ０ の 背 面 に 、 矢 印 Ｙ の 方 向 に 回 動
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し て 収 容 可 能 に 設 置 さ れ る ス タ ン ド １ ０ １ を 備 え る 。 ス タ ン ド １ ０ １ を 開 く と 、 目 覚 し 時

計 １ を 起 立 状 態 に 維 持 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 ２ は 、 目 覚 し 時 計 １ が 備 え る 目 覚 し 時 計 シ ス テ ム ２ ０ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る

。 図 ２ に 示 す よ う に 、 目 覚 し 時 計 １ は 、 制 御 部 ２ １ と 、 記 憶 部 ２ ２ と 、 入 出 力 部 ２ ３ と 、

音 声 出 力 部 ２ ４ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 制 御 部 ２ １ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ central processing unit） な ど の 演 算 装 置 を 備 え る 。 制 御 部

２ １ は 、 後 述 す る 記 憶 部 ２ ２ か ら プ ロ ク ラ ム 及 び 設 定 情 報 な ど の 各 種 の 情 報 を 読 み 出 し 、

情 報 を 処 理 し て 目 覚 し 時 計 １ が 備 え る 装 置 類 を 制 御 し 、 目 覚 し 時 計 と し て の 機 能 を 発 揮 さ

せ る 。 制 御 部 ２ １ は 、 現 在 時 刻 を 出 力 す る 現 在 時 刻 取 得 部 を 兼 ね て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 記 憶 部 ２ ２ は 、 問 題 記 憶 部 ２ ２ １ と 、 キ ャ ラ ク タ マ ス タ ２ ２ ２ と 、 ユ ー ザ 設 定 記 憶 部 ２

２ ３ と 、 ユ ー ザ 実 績 記 憶 部 ２ ２ ４ と 、 を 格 納 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 問 題 記 憶 部 ２ ２ １ は 、 問 題 ご と に 固 有 に 割 り 当 て ら れ る 問 題 Ｉ Ｄ と 、 問 題 の レ ベ ル を ユ

ー ザ の 年 齢 に 対 応 し て 示 す 「 年 齢 」 と 、 問 題 と 、 問 題 の 選 択 肢 と 、 問 題 の 正 解 と 、 問 題 の

科 目 名 や 領 域 を 示 す 「 問 題 ジ ャ ン ル 」 と 、 を 格 納 す る 。 問 題 は 、 テ キ ス ト デ ー タ の ほ か 、

画 像 デ ー タ 、 動 画 デ ー タ 、 音 声 デ ー タ な ど を 関 連 付 け て 格 納 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 キ ャ ラ ク タ マ ス タ ２ ２ ２ は 、 キ ャ ラ ク タ ご と に 固 有 に 割 り 当 て ら れ る キ ャ ラ ク タ Ｉ Ｄ と

、 キ ャ ラ ク タ が 属 す る グ ル ー プ を 示 す キ ャ ラ ク タ グ ル ー プ と 、 キ ャ ラ ク タ の 画 像 デ ー タ と

、 を 格 納 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 キ ャ ラ ク タ グ ル ー プ は 、 例 え ば 、 通 常 子 供 た ち が 喜 ん だ り 、 好 ん だ り す る 第 １ の キ ャ ラ

ク タ グ ル ー プ で あ る グ ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ ー 、 及 び 通 常 子 供 た ち が 嫌 が っ た り 、 嫌 っ た り す

る 第 ２ の キ ャ ラ ク タ グ ル ー プ で あ る バ ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ ー な ど 、 複 数 の グ ル ー プ を 有 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ユ ー ザ 設 定 記 憶 部 ２ ２ ３ は ユ ー ザ が 目 覚 し 時 計 １ を 使 用 す る に 際 し て 設 定 す る 各 種 の 情

報 を 記 憶 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ユ ー ザ 実 績 記 憶 部 ２ ２ ４ は 、 ユ ー ザ の 問 題 に 対 す る 回 答 に 対 し て 付 与 さ れ る ト ー ク ン の

実 績 を 格 納 す る 。 ユ ー ザ 実 績 記 憶 部 ２ ２ ４ は 、 ユ ー ザ が 問 題 に 正 答 し た 場 合 に 付 与 さ れ る

第 １ の ト ー ク ン で あ る グ ッ ド ・ コ イ ン の 累 積 数 と 、 ユ ー ザ が 問 題 へ の 正 答 を 失 敗 し た 場 合

に 付 与 さ れ る 第 ２ の ト ー ク ン で あ る バ ッ ド ・ マ ー ク の 累 積 数 と 、 グ ッ ド ・ コ イ ン が 第 １ の

閾 値 に 達 す る ご と に ユ ー ザ の 選 択 に よ っ て 付 与 さ れ る グ ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ ー の キ ャ ラ ク タ

Ｉ Ｄ と 、 バ ッ ド ・ マ ー ク が 第 ２ の 閾 値 に 達 す る ご と に ユ ー ザ の 選 択 に よ っ て 付 与 さ れ る バ

ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ ー の キ ャ ラ ク タ Ｉ Ｄ と 、 を 格 納 す る 。 第 １ の 閾 値 と 第 ２ の 閾 値 と は 同 じ

数 値 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 入 出 力 部 ２ ３ は 、 タ ッ チ パ ネ ル １ １ な ど の 入 出 力 装 置 を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 音 声 出 力 部 ２ ４ は 、 ア ラ ー ム 出 力 部 の 一 例 で あ り 、 ア ラ ー ム の 音 を 出 力 し た り 、 問 題 の

音 声 を 出 力 し た り す る ス ピ ー カ 、 及 び 音 声 デ ー タ の 増 幅 装 置 を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ３ は 、 ユ ー ザ 設 定 記 憶 部 ２ ２ ３ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、

ユ ー ザ 設 定 記 憶 部 ２ ２ ３ は 、 ア ラ ー ム 時 刻 記 憶 部 ２ ２ ３ Ａ と 、 制 限 時 間 記 憶 部 ２ ２ ３ Ｂ と

、 ジ ャ ン ル ・ レ ベ ル 記 憶 部 ２ ２ ３ Ｃ と 、 累 積 コ イ ン 数 記 憶 部 ２ ２ ３ Ｄ と 、 コ レ ク シ ョ ン 記

憶 部 ２ ２ ３ Ｅ と 、 を 格 納 す る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ア ラ ー ム 時 刻 記 憶 部 ２ ２ ３ Ａ は 、 ア ラ ー ム を 鳴 ら す 時 刻 を 示 す ア ラ ー ム 時 刻 を 格 納 す る

。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 制 限 時 間 記 憶 部 ２ ２ ３ Ｂ は 、 ア ラ ー ム が 鳴 り 始 め 、 問 題 が 入 出 力 部 ２ ３ に 表 示 さ れ て か

ら 問 題 に 正 答 す る ま で に ユ ー ザ に 与 え ら れ る 時 間 で あ る 制 限 時 間 を 格 納 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ジ ャ ン ル ・ レ ベ ル 記 憶 部 ２ ２ ３ Ｃ は 、 ユ ー ザ に 提 示 さ れ る 問 題 の 「 問 題 ジ ャ ン ル 」 と 、

問 題 の 難 易 度 を 示 す レ ベ ル と し て の 「 年 齢 」 と 、 を 格 納 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 累 積 コ イ ン 数 記 憶 部 ２ ２ ３ Ｄ は 、 ユ ー ザ が 獲 得 し た グ ッ ド ・ コ イ ン の 累 積 数 と 、 バ ッ ド

・ マ ー ク の 累 積 数 と 、 を そ れ ぞ れ 格 納 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 コ レ ク シ ョ ン 記 憶 部 ２ ２ ３ Ｅ は 、 ユ ー ザ が 獲 得 し た 、 グ ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ ー の キ ャ ラ ク

タ Ｉ Ｄ と 、 バ ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ ー の キ ャ ラ ク タ Ｉ Ｄ と 、 を 格 納 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ４ は 、 設 定 画 面 ４ ０ の 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 設 定 画 面 ４ ０ は 、 現 在

の 時 刻 を 設 定 す る 現 在 時 刻 設 定 部 ４ １ と 、 ア ラ ー ム を 鳴 ら し 始 め る 時 刻 を 設 定 す る ア ラ ー

ム 時 刻 設 定 部 ４ ２ と 、 制 限 時 間 を 設 定 す る 制 限 時 間 設 定 部 ４ ３ と 、 「 年 齢 」 を 設 定 す る 年

齢 設 定 部 ４ ４ と 、 「 問 題 ジ ャ ン ル 」 を 設 定 す る 問 題 ジ ャ ン ル 設 定 部 ４ ５ と 、 設 定 画 面 ４ ０

を 閉 じ る 「 閉 じ る 」 ボ タ ン ４ ６ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 各 情 報 の 設 定 は 、 情 報 を 調 整 ま た は 選 択 し た 後 に 、 各 設 定 部 の 右 隣 に 配 置 さ れ る 「 設 定

」 ボ タ ン を 押 下 す る こ と に よ り 、 制 御 部 ２ １ に 設 定 さ れ た 情 報 の 格 納 が 指 示 さ れ 、 ユ ー ザ

設 定 記 憶 部 ２ ２ ３ の 該 当 箇 所 に 格 納 さ れ る こ と に よ り 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ５ は 、 目 覚 し 時 計 １ の 制 御 部 ２ １ の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ５ に 示 す よ

う に 、 ス テ ッ プ ５ ０ １ に お い て 、 制 御 部 ２ １ は 、 現 在 時 刻 と ア ラ ー ム 時 刻 記 憶 部 ２ ２ ３ Ａ

か ら 読 み 出 し た ア ラ ー ム 時 刻 と を 比 較 し 、 現 在 時 刻 が ア ラ ー ム 時 刻 に な っ た か を 判 定 す る

。 制 御 部 ２ １ は 、 現 在 時 刻 が ア ラ ー ム 時 刻 に な っ た と 判 定 し た 場 合 （ ス テ ッ プ ５ ０ １ の Ｙ

。 ） 、 ス テ ッ プ ５ ０ ２ に 進 み 、 現 在 時 刻 が ま だ ア ラ ー ム 時 刻 に な っ て い な い と 判 定 し た 場

合 （ ス テ ッ プ ５ ０ １ の Ｎ 。 ） 、 ス テ ッ プ ５ ０ １ に 戻 る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ス テ ッ プ ５ ０ ２ に お い て 、 制 御 部 ２ １ は 、 音 声 出 力 部 ２ ４ か ら ア ラ ー ム を 鳴 ら し 始 め る

。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ス テ ッ プ ５ ０ ３ に お い て 、 制 御 部 ２ １ は ユ ー ザ 設 定 記 憶 部 ２ ２ ３ か ら ユ ー ザ 設 定 情 報 を

読 み 出 す 。 ユ ー ザ 設 定 情 報 の 中 に は 、 制 限 時 間 、 「 年 齢 」 、 及 び 「 問 題 ジ ャ ン ル 」 な ど が

含 ま れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ス テ ッ プ ５ ０ ４ に お い て 、 制 御 部 ２ １ は 、 ユ ー ザ 設 定 記 憶 部 ２ ２ ３ か ら 読 み 出 し た 「 年

齢 」 と 「 問 題 ジ ャ ン ル 」 に 基 づ い て 、 問 題 記 憶 部 ２ ２ １ か ら 該 当 す る 問 題 を ラ ン ダ ム に 読

み 出 し て 入 出 力 部 ２ ３ に 問 題 と 、 問 題 の 選 択 肢 と 、 を 表 示 さ せ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ス テ ッ プ ５ ０ ５ に お い て 、 制 御 部 ２ １ は 、 タ イ マ ー を リ セ ッ ト し た 後 、 タ イ マ ー に よ る

経 過 時 間 の 計 測 を ス タ ー ト さ せ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ス テ ッ プ ５ ０ ６ に お い て 、 制 御 部 ２ １ は 、 タ イ マ ー の 出 力 で あ る 経 過 時 間 と 、 ユ ー ザ 設

定 記 憶 部 ２ ２ ３ か ら 読 み 出 し た 制 限 時 間 と 、 を 比 較 し て 、 制 限 時 間 を 経 過 し た か を 判 定 す

る 。 制 御 部 ２ １ は 、 経 過 時 間 が 制 限 時 間 に 達 し た か 、 超 え た と 判 定 し た 場 合 （ ス テ ッ プ ５
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０ ６ の Ｙ 。 ） 、 ス テ ッ プ ５ １ １ に 進 み 、 経 過 時 間 が ま だ 制 限 時 間 に 達 し て い な い と 判 定 し

た 場 合 （ ス テ ッ プ ５ ０ ６ の Ｎ 。 ） 、 ス テ ッ プ ５ ０ ７ に 進 む 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ス テ ッ プ ５ ０ ７ に お い て 、 制 御 部 ２ １ は 、 ユ ー ザ が 入 出 力 部 ２ ３ を 介 し て 入 力 し た 回 答

と 、 問 題 記 憶 部 ２ ２ １ か ら 読 み 出 し た 問 題 の 正 解 と 、 を 比 較 し 、 回 答 が 正 解 か を 判 定 す る

。 制 御 部 ２ １ は 、 回 答 が 問 題 の 正 解 と 一 致 す る と 判 定 し た 場 合 （ ス テ ッ プ ５ ０ ７ の Ｙ 。 ）

、 ス テ ッ プ ５ ０ ８ に 進 み 、 回 答 が 問 題 の 正 解 と 一 致 す る と 判 定 し な か っ た 場 合 （ ス テ ッ プ

５ ０ ７ の Ｎ 。 ） 、 ス テ ッ プ ５ ０ ６ に 戻 る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ス テ ッ プ ５ ０ ８ に お い て 、 制 御 部 ２ １ は 、 ア ラ ー ム を 止 め る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ス テ ッ プ ５ ０ ９ に お い て 、 制 御 部 ２ １ は 、 グ ッ ド ・ コ イ ン を 付 与 し 、 そ の 旨 を 入 出 力 部

２ ３ に 表 示 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ス テ ッ プ ５ １ ０ に お い て 、 制 御 部 ２ １ は 、 グ ッ ド ・ コ イ ン の 累 積 数 が 、 第 １ の 閾 値 で あ

る 「 １ ０ 個 」 を 、 前 回 超 え た 時 か ら さ ら に 超 え た か を 判 定 す る 。 制 御 部 ２ １ は 、 グ ッ ド ・

コ イ ン の 累 積 数 が 前 回 超 え た 時 か ら さ ら に 第 １ の 閾 値 を 超 え た と 判 定 し た 場 合 、 キ ャ ラ ク

タ マ ス タ ２ ２ ２ か ら 読 み 出 し た グ ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ ー を 入 出 力 部 ２ ３ に 表 示 し 、 ユ ー ザ が

そ の 中 か ら 選 択 し た グ ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ ー の キ ャ ラ ク タ Ｉ Ｄ を コ レ ク シ ョ ン 記 憶 部 ２ ２ ３

Ｅ に 格 納 し 、 処 理 を 終 了 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ス テ ッ プ ５ １ １ に お い て 、 制 御 部 ２ １ は 、 ア ラ ー ム を 止 め る 。 こ の よ う な 制 御 を 行 う 理

由 は 、 目 覚 し 時 計 １ が ユ ー ザ に 提 示 し た 問 題 が ユ ー ザ に と っ て 難 し く 、 正 解 を 入 出 力 部 ２

３ に 入 力 す る こ と が で き な い 場 合 、 そ の ま ま ア ラ ー ム を 鳴 ら し 続 け る と ユ ー ザ の 同 居 人 な

ど 他 の 人 の 迷 惑 と な る し 、 ユ ー ザ 自 身 も う る さ く て そ の 目 覚 し 時 計 を 使 い た く な く な っ て

し ま う か ら で あ る 。 こ の た め 、 制 限 時 間 を 超 過 し た 場 合 に は 、 問 題 に 対 す る 回 答 が 正 解 で

な く て も 、 ア ラ ー ム を 停 止 さ せ る の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ス テ ッ プ ５ １ ２ に お い て 、 制 御 部 ２ １ は 、 バ ッ ド ・ マ ー ク を 付 与 し 、 そ の 旨 を 入 出 力 部

２ ３ に 表 示 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ス テ ッ プ ５ １ ３ に お い て 、 制 御 部 ２ １ は 、 バ ッ ド ・ マ ー ク の 累 積 数 が 、 第 ２ の 閾 値 で あ

る 「 １ ０ 個 」 を 、 前 回 超 え た 時 か ら さ ら に 超 え た か を 判 定 す る 。 制 御 部 ２ １ は 、 バ ッ ド ・

マ ー ク の 累 積 数 が 前 回 超 え た 時 か ら さ ら に 第 ２ の 閾 値 を 超 え た と 判 定 し た 場 合 、 キ ャ ラ ク

タ マ ス タ ２ ２ ２ か ら 読 み 出 し た グ ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ ー を 入 出 力 部 ２ ３ に 表 示 し 、 ユ ー ザ が

そ の 中 か ら 選 択 し た バ ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ ー の キ ャ ラ ク タ Ｉ Ｄ を コ レ ク シ ョ ン 記 憶 部 ２ ２ ３

Ｅ に 格 納 し 、 処 理 を 終 了 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 ６ は 、 ア ラ ー ム 時 刻 に 入 出 力 部 ２ ３ に 表 示 さ れ る 問 題 提 示 画 面 ６ ０ の 例 を 示 す 図 で あ

る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 問 題 提 示 画 面 ６ ０ は 、 問 題 と 問 題 の 選 択 肢 と を 表 示 す る 問 題 選 択

肢 提 示 部 ６ １ と 、 選 択 し た 選 択 肢 を 回 答 と し て 制 御 部 ２ １ に 指 示 す る 「 回 答 す る 」 ボ タ ン

６ ２ と 、 制 限 時 間 ま で の 残 り 時 間 を 図 式 的 に 示 す 残 り 時 間 イ ン ジ ケ ー タ ６ ３ と 、 回 答 を 断

念 し て バ ッ ド ・ マ ー ク の 付 与 を 承 服 す る 旨 を 制 御 部 ２ １ に 指 示 す る 「 ギ ブ ア ッ プ 」 ボ タ ン

６ ４ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ７ は 、 ユ ー ザ が 問 題 提 示 画 面 ６ ０ に お い て 正 解 を 回 答 し た 場 合 に 表 示 さ れ る 正 解 画 面

７ ０ の 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 正 解 画 面 ７ ０ は 、 正 解 の 選 択 肢 ７ ２ を 表 示

し 、 正 解 で あ る 旨 を 表 示 す る 正 解 表 示 画 面 ７ １ と 、 ユ ー ザ が グ ッ ド ・ コ イ ン を 獲 得 た こ と

を 示 す グ ッ ド ・ コ イ ン 獲 得 表 示 部 ７ ３ と 、 キ ャ ラ ク タ ー コ レ ク シ ョ ン 画 面 ９ ０ の 表 示 を 制

御 部 ２ １ に 指 示 す る 「 キ ャ ラ を 見 る 」 ボ タ ン ７ ４ と 、 正 解 画 面 ７ ０ を 閉 じ る こ と を 制 御 部

10

20

30

40

50



(7) JP  7369888  B1  2023.10.26

２ １ に 指 示 す る 「 閉 じ る 」 ボ タ ン ７ ５ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 グ ッ ド ・ コ イ ン 獲 得 表 示 部 ７ ３ は 、 グ ッ ド ・ コ イ ン の 累 積 数 、 及 び バ ッ ド ・ マ ー ク の 累

積 数 を 表 示 す る 累 積 数 表 示 部 を 備 え て い て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 ８ は 、 ユ ー ザ が 問 題 提 示 画 面 ６ ０ に お い て 正 解 の 回 答 を 失 敗 し た 場 合 に 表 示 さ れ る 残

念 画 面 ８ ０ の 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 残 念 画 面 ８ ０ は 、 正 解 の 選 択 肢 ７ ２

を 表 示 し 、 正 解 を 表 示 す る 正 解 表 示 画 面 ８ １ と 、 ユ ー ザ が バ ッ ド ・ マ ー ク を 獲 得 た こ と を

示 す バ ッ ド ・ マ ー ク 獲 得 表 示 部 ８ ２ と 、 キ ャ ラ ク タ ー コ レ ク シ ョ ン 画 面 ９ ０ の 表 示 を 制 御

部 ２ １ に 指 示 す る 「 キ ャ ラ を 見 る 」 ボ タ ン ８ ３ と 、 残 念 画 面 ８ ０ を 閉 じ る こ と を 制 御 部 ２

１ に 指 示 す る 「 閉 じ る 」 ボ タ ン ８ ４ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 バ ッ ド ・ マ ー ク 獲 得 表 示 部 ８ ２ は 、 グ ッ ド ・ コ イ ン の 累 積 数 、 及 び バ ッ ド ・ マ ー ク の 累

積 数 を 表 示 す る 累 積 数 表 示 部 を 備 え て い て も よ い 。

　 図 ９ は 、 キ ャ ラ ク タ ー コ レ ク シ ョ ン 画 面 ９ ０ の 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、

キ ャ ラ ク タ ー コ レ ク シ ョ ン 画 面 ９ ０ は 、 ユ ー ザ が 既 に 獲 得 し て い る

【 ０ ０ ５ １ 】

キ ャ ラ ク タ Ｉ Ｄ を ユ ー ザ 実 績 記 憶 部 ２ ２ ４ か ら 読 み 出 し 、 読 み 出 し た キ ャ ラ ク タ Ｉ Ｄ に 対

応 す る キ ャ ラ ク タ を キ ャ ラ ク タ マ ス タ ２ ２ ２ か ら 読 み 出 し 、 グ ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ ー 及 び バ

ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ ー ご と に 整 列 し て 表 示 さ せ る キ ャ ラ ク タ 表 示 部 ９ １ と 、 グ ッ ド ・ コ イ ン

の 累 積 数 、 及 び バ ッ ド ・ マ ー ク の 累 積 数 を 表 示 す る 累 積 数 表 示 部 ９ ４ と 、 キ ャ ラ ク タ ー コ

レ ク シ ョ ン 画 面 ９ ０ を 閉 じ る こ と を 制 御 部 ２ １ に 指 示 す る 「 閉 じ る 」 ボ タ ン ９ ５ と 、 を 備

え る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 ９ に お い て は 、 グ ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ ー の 例 と し て ケ ー キ ９ ２ が 、 バ ッ ド ・ キ ャ ラ ク タ

ー の 例 と し て お 化 け ９ ３ が 、 そ れ ぞ れ 図 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 目 覚 し 時 計 １ は 、 ユ ー ザ に 提 示 す る 問 題 及 び 問 題 の 正

解 を 格 納 す る 問 題 記 憶 部 ２ ２ １ と 、 ア ラ ー ム を 鳴 ら 始 め る 時 刻 で あ る ア ラ ー ム 時 刻 を 格 納

す る ア ラ ー ム 時 刻 記 憶 部 ２ ２ ３ Ａ と 、 問 題 が ユ ー ザ に 提 示 さ れ て か ら ユ ー ザ が 回 答 で き る

時 間 を 示 す 制 限 時 間 を 格 納 す る 制 限 時 間 記 憶 部 ２ ２ ３ Ｂ と 、 現 在 時 刻 を 出 力 す る 現 在 時 刻

取 得 部 と 、 問 題 を 出 力 し 、 問 題 に 対 す る ユ ー ザ の 回 答 の 入 力 を 受 け 付 け る 入 出 力 部 ２ ３ と

、 音 声 出 力 部 ２ ４ な ど の ア ラ ー ム を 出 力 す る ア ラ ー ム 出 力 部 と 、 現 在 時 刻 が ア ラ ー ム 時 刻

に な っ た と 判 定 し た 場 合 、 問 題 記 憶 部 ２ ２ １ か ら 問 題 を 読 み 出 し て 入 出 力 部 ２ ３ に 出 力 し

、 問 題 が 入 出 力 部 ２ ３ に 出 力 さ れ た 時 刻 か ら 制 限 時 間 内 に 問 題 に 対 す る 正 解 が 前 記 入 出 力

部 に 入 力 さ れ た 場 合 、 そ の 時 点 に お い て ア ラ ー ム の 出 力 を 停 止 し 、 制 限 時 間 を 経 過 し て も

問 題 に 対 す る 正 解 が 入 力 さ れ な い 場 合 、 制 限 時 間 が 経 過 し た 時 点 に お い て ア ラ ー ム を 停 止

さ せ る 制 御 部 ２ １ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 従 っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 確 実 に 目 を 覚 ま す こ と が で き 、 実 用 に 耐 え る 目 覚 し 時 計 を 提

供 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 目 覚 し 時 計 １ が 時 計 と し て の 外 観 を 有 す る 例 を 示 し た が 、

目 覚 し 時 計 １ は 、 ス マ ー ト フ ォ ン な ど の 携 帯 端 末 や ゲ ー ム 機 な ど の 情 報 処 理 端 末 に 実 装 す

る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ま た 、 目 覚 し 時 計 １ は 、 別 途 設 け ら れ る サ ー バ や 他 の 目 覚 し 時 計 １ と 通 信 可 能 な 通 信 装

置 を 備 え る 通 信 部 を さ ら に 備 え 、 制 御 部 ２ １ は 、 サ ー バ か ら 新 規 の キ ャ ラ ク タ の ダ ウ ン ロ

ー ド を 行 っ た り 、 他 の ユ ー ザ と の キ ャ ラ ク タ の 交 換 を 行 っ た り す る よ う に 構 成 す る こ と も

可 能 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ７ 】

１ 　 目 覚 し 時 計

１ ０ 　 本 体 部

１ １ 　 タ ッ チ パ ネ ル

２ ０ 　 時 計 シ ス テ ム

２ １ 　 制 御 部

２ ２ 　 記 憶 部

２ ３ 　 入 出 力 部

２ ４ 　 音 声 出 力 部

４ ０ 　 設 定 画 面

４ １ 　 現 在 時 刻 設 定 部

４ ２ 　 ア ラ ー ム 時 刻 設 定 部

４ ３ 　 制 限 時 間 設 定 部

４ ４ 　 年 齢 設 定 部

４ ５ 　 問 題 ジ ャ ン ル 設 定 部

４ ６ 　 「 閉 じ る 」 ボ タ ン

６ ０ 　 問 題 提 示 画 面

６ １ 　 問 題 選 択 肢 提 示 部

６ ２ 　 「 回 答 す る 」 ボ タ ン

６ ３ 　 残 り 時 間 イ ン ジ ケ ー タ

６ ４ 　 「 ギ ブ ア ッ プ 」 ボ タ ン

７ ０ 　 正 解 画 面

７ １ 　 正 解 表 示 画 面

７ ２ 　 正 解 の 選 択 肢

７ ３ 　 グ ッ ド ・ コ イ ン 獲 得 表 示 部

７ ４ 　 「 キ ャ ラ を 見 る 」 ボ タ ン

７ ５ 　 「 閉 じ る 」 ボ タ ン

８ ０ 　 残 念 画 面

８ １ 　 正 解 表 示 画 面

８ ２ 　 バ ッ ド ・ マ ー ク 獲 得 表 示 部

８ ３ 　 「 キ ャ ラ を 見 る 」 ボ タ ン

８ ４ 　 「 閉 じ る 」 ボ タ ン

９ ０ 　 キ ャ ラ ク タ ー コ レ ク シ ョ ン 画 面

９ １ 　 キ ャ ラ ク タ 表 示 部

９ ２ 　 ケ ー キ

９ ３ 　 お 化 け

９ ４ 　 累 積 数 表 示 部

９ ５ 　 「 閉 じ る 」 ボ タ ン

１ ０ １ 　 ス タ ン ド

１ １ １ 　 時 刻 部

１ １ ２ 　 日 付 ・ 曜 日 表 示 部

１ １ ３ 　 ア ラ ー ム 時 刻 表 示 部

１ １ ４ 　 ス ト ッ プ ボ タ ン

１ １ ５ 　 コ レ ク シ ョ ン 画 面 表 示 ボ タ ン

２ ２ １ 　 問 題 記 憶 部

２ ２ ２ 　 キ ャ ラ ク タ マ ス タ

２ ２ ３ 　 ユ ー ザ 設 定 記 憶 部

２ ２ ３ Ａ 　 ア ラ ー ム 時 刻 記 憶 部

２ ２ ３ Ｂ 　 制 限 時 間 記 憶 部
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２ ２ ３ Ｃ 　 ジ ャ ン ル ・ レ ベ ル 記 憶 部

２ ２ ３ Ｄ 　 累 積 コ イ ン 数 記 憶 部

２ ２ ３ Ｅ 　 コ レ ク シ ョ ン 記 憶 部

２ ２ ４ 　 ユ ー ザ 実 績 記 憶 部

【 要 約 】

【 課 題 】 確 実 に 目 を 覚 ま す こ と が で き 、 実 用 に 耐 え る 目 覚 し 時 計 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 目 覚 し 時 計 １ は 、 ユ ー ザ に 提 示 す る 問 題 及 び 問 題 の 正 解 を 格 納 す る 問 題 記 憶

部 ２ ２ １ と 、 ア ラ ー ム を 鳴 ら 始 め る 時 刻 で あ る ア ラ ー ム 時 刻 を 格 納 す る ア ラ ー ム 時 刻 記 憶

部 ２ ２ ３ Ａ と 、 問 題 が ユ ー ザ に 提 示 さ れ て か ら ユ ー ザ が 回 答 で き る 時 間 を 示 す 制 限 時 間 を

格 納 す る 制 限 時 間 記 憶 部 ２ ２ ３ Ｂ と 、 現 在 時 刻 を 出 力 す る 現 在 時 刻 取 得 部 と 、 問 題 を 出 力

し 、 問 題 に 対 す る ユ ー ザ の 回 答 の 入 力 を 受 け 付 け る 入 出 力 部 ２ ３ と 、 音 声 出 力 部 ２ ４ な ど

の ア ラ ー ム を 出 力 す る ア ラ ー ム 出 力 部 と 、 現 在 時 刻 が ア ラ ー ム 時 刻 に な っ た と 判 定 し た 場

合 、 問 題 記 憶 部 ２ ２ １ か ら 問 題 を 読 み 出 し て 入 出 力 部 ２ ３ に 出 力 し 、 問 題 が 入 出 力 部 ２ ３

に 出 力 さ れ た 時 刻 か ら 制 限 時 間 内 に 問 題 に 対 す る 正 解 が 前 記 入 出 力 部 に 入 力 さ れ た 場 合 、

そ の 時 点 に お い て ア ラ ー ム の 出 力 を 停 止 し 、 制 限 時 間 を 経 過 し て も 問 題 に 対 す る 正 解 が 入

力 さ れ な い 場 合 、 制 限 時 間 が 経 過 し た 時 点 に お い て ア ラ ー ム を 停 止 さ せ る 制 御 部 ２ １ と 、

を 備 え る 。

【 選 択 図 】 図 ６

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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